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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第１四半期の業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第１四半期 2,090 0.2 349 △16.3 350 △16.1 255 8.2 

30年３月期第１四半期 2,085 2.7 417 5.2 418 5.0 236 △19.8 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第１四半期 8.54 － 

30年３月期第１四半期 7.88 7.87 

 
 （２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

31年３月期第１四半期 10,948 6,274 57.3 

30年３月期 11,137 6,694 60.1 
 
（参考）自己資本 31年３月期第１四半期 6,269 百万円   30年３月期 6,689 百万円 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
30年３月期 － 9.00 － 16.00 25.00 
31年３月期 －         
31年３月期（予想）   11.00 － 14.00 25.00 

（注１）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
（注２）平成30年３月期期末配当金の内訳 普通配当12円 記念配当４円 
 

３．平成31年３月期の業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 4,400 3.9 750 △10.0 750 △10.0 520 1.6 17.32 

通期 9,000 4.8 1,600 6.3 1,600 6.4 1,110 9.7 36.97 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料６ページ「２.四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）をご覧ください。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期１Ｑ 31,840,000 株 30年３月期 31,840,000 株 

②  期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 2,070,757 株 30年３月期 1,813,257 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 29,957,126 株 30年３月期１Ｑ 29,990,743 株 

 
※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 
 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善などが見られ、緩やかな回復基調で推

移しました。一方、海外においては、米国や中国の財政・金融政策の動向並びに東アジアを始めとする世界各地の

地政学的リスクの高まり等により先行き不透明な状況が続いております。 

 また、当社を取り巻く事業環境は、高齢化の進展による手術数の増加、院内感染や医療事故防止対策の推進によ

り、医療用消耗品のニーズの拡大が続いております。 

 しかしながら、増加の一途をたどる医療費の抑制を目的とした医療制度改革は進められ、各医療機関の経営環境

はより一層厳しさが増してきており、医療現場においてより効率的で効果的な医療サービスを提供できるような製

品供給体制が望まれております。 

 このような状況のもと、当社は、高品質製品の常時安定供給を優先事項と掲げ、医療現場と密着した営業活動の

推進、品質を確保しながらもコスト競争力をもった生産体制の構築並びに独創的な製品の研究開発活動の強化に取

り組んでまいりました。 

 当第１四半期累計期間の経営成績の分析は次のとおりであります。 

① 売上高 

 売上高は、2,090百万円（前年同期比0.2％増）となりました。これは主として、主力の吸引器関連において、病

棟用のキューインポットが好調に推移したこと等によるものです。

② 営業利益

 営業利益は、349百万円（前年同期比16.3％減）となりました。これは主として、改良品の上市と平成29年７月

より稼働した新工場の減価償却費などの固定費が増加したこと等によるものです。

③ 経常利益

 経常利益は、350百万円（前年同期比16.1％減）となりました。これは主として、営業利益が減少したこと等に

よるものです。

④ 四半期純利益

 四半期純利益は、255百万円（前年同期比8.2％増）となりました。これは主として、前年同期には50周年記念行

事費用が特別に発生したこと等によるものです。

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産 

 流動資産は、前事業年度末に比べて131百万円減少し、6,265百万円となりました。これは主として、製品が162

百万円、原材料が25百万円それぞれ増加したものの、現金及び預金が301百万円、受取手形及び売掛金が65百万円

それぞれ減少したこと等によるものです。

 固定資産は、前事業年度末に比べて56百万円減少し、4,682百万円となりました。これは主として、有形固定資

産が43百万円、投資その他の資産が8百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

② 負債 

 流動負債は、前事業年度末に比べて369百万円増加し、3,420百万円となりました。これは主として、未払金（流

動負債「その他」）が126百万円減少したものの、短期借入金が400百万円、支払手形及び買掛金が101百万円それ

ぞれ増加したこと等によるものです。 

 固定負債は、前事業年度末に比べて137百万円減少し、1,252百万円となりました。これは主として、長期借入金

が136百万円減少したこと等によるものです。 

③ 純資産 

 純資産は、前事業年度末に比べて419百万円減少し、6,274百万円となりました。これは主として、四半期純利益

を255百万円計上したものの、自己株式が自己株式の取得により195百万円増加し、利益剰余金が剰余金の配当によ

り480百万円減少したこと等によるものです。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第１四半期累計期間の業績は概ね当初予想通りに推移しており、現時点では、平成30年３月期決算短信（平成

30年５月15日公表）に記載いたしました業績予想と変更はございません。 

 今後の業績動向により、変更が必要と判断した場合には、速やかに公表いたします。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,368,211 2,066,481 

受取手形及び売掛金 2,749,827 2,684,284 

製品 742,539 904,554 

仕掛品 77,225 81,931 

原材料 410,395 435,627 

その他 49,566 93,239 

貸倒引当金 △184 △184 

流動資産合計 6,397,581 6,265,933 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 2,236,975 2,214,232 

土地 1,703,670 1,703,670 

その他（純額） 453,439 432,190 

有形固定資産合計 4,394,085 4,350,094 

無形固定資産 45,961 41,873 

投資その他の資産    

繰延税金資産 191,113 191,113 

その他 137,460 128,819 

貸倒引当金 △29,050 △29,050 

投資その他の資産合計 299,522 290,881 

固定資産合計 4,739,569 4,682,849 

資産合計 11,137,150 10,948,782 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 963,255 1,065,250 

短期借入金 500,000 900,000 

1年内返済予定の長期借入金 547,752 547,752 

未払法人税等 181,886 108,523 

未払費用 452,643 476,078 

賞与引当金 － 229 

その他 405,907 323,056 

流動負債合計 3,051,444 3,420,889 

固定負債    

長期借入金 1,361,838 1,224,900 

その他 28,893 27,996 

固定負債合計 1,390,731 1,252,896 

負債合計 4,442,175 4,673,786 

純資産の部    

株主資本    

資本金 495,875 495,875 

資本剰余金 400,875 400,875 

利益剰余金 6,619,653 6,394,929 

自己株式 △826,588 △1,021,843 

株主資本合計 6,689,814 6,269,836 

新株予約権 5,160 5,160 

純資産合計 6,694,974 6,274,996 

負債純資産合計 11,137,150 10,948,782 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 2,085,368 2,090,311 

売上原価 983,163 1,073,370 

売上総利益 1,102,205 1,016,941 

販売費及び一般管理費 684,390 667,030 

営業利益 417,814 349,910 

営業外収益    

受取利息 32 24 

受取配当金 112 － 

未払配当金除斥益 544 277 

受取補償金 21 1,236 

その他 372 569 

営業外収益合計 1,084 2,108 

営業外費用    

支払利息 819 1,101 

その他 0 195 

営業外費用合計 819 1,296 

経常利益 418,080 350,722 

特別損失    

固定資産除却損 330 697 

50周年記念行事費用 85,145 － 

特別損失合計 85,475 697 

税引前四半期純利益 332,604 350,024 

法人税等 96,210 94,321 

四半期純利益 236,394 255,703 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成30年５月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式257,500株の取得を行いました。この結果、当

第１四半期累計期間において自己株式が195,254千円増加し、当第１四半期会計期間末において自己株式が1,021,843

千円となっております。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用の計算 

  当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期会計期

間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 

- 6 -

大研医器㈱　（7775）　平成31年３月期　第１四半期決算短信（非連結）　　　　



３．補足情報

生産、受注及び販売の実績 

  当社の事業は、医療機器等の製造販売及びこれらの付随業務の単一セグメントであるため、生産、受注及び販売の

実績につきましては、当社の製品群別に記載しております。

① 生産実績

製品群 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

吸引器関連 734,533 ＋16.5

注入器関連 351,919 ＋4.5

電動ポンプ関連 25,253 ＋81.9

手洗い設備関連 65,764 ＋27.0

その他 72,085 ＋34.3

合計 1,249,556 ＋15.0

（注）１ 金額は製造原価によっております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

② 受注実績

当社は、見込生産を行っているため、該当事項はありません。

 

③ 販売実績

製品群 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

吸引器関連 1,372,712 ＋2.1

注入器関連 493,762 △5.5

電動ポンプ関連 27,068 △3.3

手洗い設備関連 132,932 ＋1.2

その他 63,835 ＋7.7

合計 2,090,311 ＋0.2

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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